
水害・土砂災害の
情報の伝え方が変わりました

伝達文例

警戒レベル４で全員避難！
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警戒レベル5（市町村が発令）は既に災害が発生している状況です

心構えを高める
（気象庁が発表）

避難行動の確認
（気象庁が発表）

避難に時間を
要する人は避難
（市町村が発令）

安全な場所へ
避難

（市町村が発令）

「緊急放送、緊急放送、警戒レベル4、避難開始。」
「緊急放送、緊急放送、警戒レベル4、避難開始。」
「こちらは半田市です。」
「阿久比川の水位が氾濫の恐れがある水位に到達したため、〇時〇分
に○○地区に阿久比川に関する警戒レベル4、避難指示（緊急）を発令
しました。」
「未だ避難していない方は、直ちに避難してください。外が危険な場合
は、屋内の高いところに避難して下さい。」

【問合わせ】 防災交通課
　　　　　84-0626

５月２９日より「警戒レベル」を用いた避難情報の発令が開始となりました。
市から「警戒レベル３、４」が発令された場合は
速やかに避難してください。
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警戒レベル４


